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  武豊町社会福祉協議会が地域の福祉情報をお届けします

わたしたちは、地域の人々のつながりを大切にし、一人ひとりの「ふだんの  くらしの  しあわせ」をともに追求します

武豊町
社協HP

Instagram Facebook

令和8年
7月1日号
第186号

●  今月号の主な内容 ●

特集

社会生活講座「専門家が教える もしものときに備える遺言書の作成体験講座」
おやこで学ぼう認知症

ボランティアセンターをご利用ください
健康体操やサロン活動、当事者の集いなど活動費を補助します
「通いの場・集いの場事業助成事業」
令和7年度  武豊町社会福祉協議会事業報告／決算

募　集

ご案内

サマーボランティア 2026



第186号  令和8年7月1日号第186号  令和8年7月1日号
32

武豊町社会福祉協議会　
☎０５６９－７３－３１0４

内容によって対象年齢が異なります。詳しくはホームぺージからご確認ください。

ホームぺージを
ご覧ください

保育園・子育て支援センター
放課後等デイサービス
憩いのサロン
ふるさとまつり
障がい児・者の通所施設

■
■
■
■
■

■
■
■
■

高齢者施設
手話
要約筆記
プロギング

スケジュール（例）
10：00

15：00

集合
レクリエーション手伝い
車いす体験
利用者とふれあう　など
解散

サマーボランティア2025参加者の声こどもから大人まで！！
夏のボランティア体験 

参加者募集
右の申込フォーム
または電話

小学校４年生以上

活動に参加

■ 今後のスケジュール ■

7/1～7/17 7月下旬 8/2～8/31

活動内容を確認して、
応募する

社会福祉協議会から
申込結果を通知

応募 通知 体験

自分の都合にあわせて活動と日程を選択 　　
ボランティア保険に加入(自己負担なし)
複数の活動を選択可能

サマーボランティア2026

体験内容の一例をご紹介

高齢者分野 こども分野
「施設全体が笑顔であふれていて、お年寄りへ
のイメージが変わりました。」
「職員さんの優しい接し方が印象的
で、利用者の方が安心して過ごし
ていることが伝わってきました。」

「こどもたちがたくさん話しかけてくれて、
とてもうれしかったです。」

「『先生！』『お姉さん！』と呼んで
もらえて、自信につながりま
した。」

「地域のみなさんが元
気に活動している姿
がとても印象
的でした。」

「朗読では、工夫やアドバイスをもらい
ながら楽しく取り組めました。」

「要約筆記や自助具製作を通し
て、相手の立場で考える大切
さを学びました。」 

「年齢を超えて交流
できることの楽しさ
を実感しました。」

問合せ

応募方法

応募要件

など

地域の通いの場 その他

申込フォーム
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地域活動・ボランティア活動に興味や関心がある方へ

ボランティアセンターをご利用ください
武豊町ボランティアセンターが行っていること

「あいこむ/EyeCOM」集いの場を定期開催！

社会福祉協議会の会費を財源とした事業 赤い羽根共同募金を財源とした事業 町からの委託金による事業

ボランティアグループ「あいこむ/EyeCOM」のご紹介！

　「あいこむ/EyeCOM」は、視覚障がい者の理解促進・啓発のため、福祉実践教室の講師をしたりイベントに出店し
たりとマルチに活躍されているグループです。そんな「あいこむ」は地域交流センターで、集いの場を開催していま
す。視覚障がいの当事者はもちろん、そうでない方も垣根なく集まり、日常生活の困りごと等について気軽に話が
できます。参加者は「当事者間だから共感しあえることが話せて気持ちが発散できる」「障がいの有無にかかわらず、
いろんな人に参加してほしい」と話していました。

奇数月（５・７・９・１１・１・３月）  第２水曜日　
１３時３０分から
武豊町地域交流センター

「あいこむ/EyeCOM」は、赤い羽根共同募金の助成を受けて
活動しています。

●「助けたい人」と「助けてほしい人」をつなぐ
●住民・団体・学校・企業との連携を広げる

つなぐ 支える

育てる 広げる

「あいこむ」の集いの場

●ボランティア保険の案内・加入手続き
●活動前後の相談
●活動を継続できる環境づくり

●初心者向けの研修・講座の開催
●スキルアップや地域理解を深める学びの場の提供
●こどもや若者への参加のきっかけづくり

●地域イベントや学校での啓発活動
●広報紙・SNSなどを活用した情報発信
●地域住民の意識啓発と参加促進

武豊町ボランティアセンター（武豊町社会福祉協議会内）　☎０５６９‐７３‐３１０４

ボランティアセンターでは、ボランティア講座を行っていま
す。いきなりボランティアを始めるのにためらいがある場
合は、ボランティア講座をご利用ください。
開催時は、広報紙やＳＮＳを利用してご案内します。

ボランティア活動をInstagramを中心
としたSNSでも発信しています。また、
地域情報もあわせて掲載しています。

ボランティア中の偶然な事故やケガに
対応するため、ボランティア保険があり
ます。

ボランティアセンターには、さまざまなグループが登録して
います。ご希望にあわせてグループとの調整を行います。

問合せ

日　時

場　所

※「あいこむ」非会員でも見学・体験可能です。ご希望の際は、
　社会福祉協議会までご連絡ください。

社会福祉協議会 Instagram➡

ボランティア保険➡
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社会福祉協議会の会費を財源とした事業 赤い羽根共同募金を財源とした事業 町からの委託金による事業

科　　　目

（収入の部）
決算額 付　　　記

（単位：円）

法人運営事業

地域福祉活動推進事業

地域福祉サービスセンター事業

赤い羽根共同募金
介護保険事業・障害福祉サービス事業
地域包括支援センター事業
施設管理事業（多賀授産所の運営）
支出合計

59,023,056 

23,576,734
 
 

68,785,699 

3,613,770 
47,703,769 
105,506,425 
72,809,749 
381,019,202 

事 業 名

（支出の部）
決算額 付　　記

（単位：円）
【収入】 381,019,202 円 【支出】 381,019,202 円

重層的支援体制
整備事業・生活
困窮者自立支援
事業等含む

貸付事業、ボラン
ティアセンター、
福祉教育等

②【広報事業】～地域の声を、地域のみなさまへ～
　私たちは、広報紙やSNS（Instagram・Facebook）を通じ
て、地域で頑張る人や心あたたまる活動を
発信しています。職員が地域へ出向き、
住民の皆さんのお話を伺い
ながら、ふくしや地域の
魅力が伝わる身近な
話題を日々お届けし
ています。

武豊町社会福祉協議会の決算概要

会費収入
寄付金収入
補助金収入
受託金収入
貸付事業等収入
事業収入
共同募金配分金収入
介護保険事業収入
就労支援事業収入
障害福祉サービス等収入
受取利息配当金収入

その他の収入
（雑収入）

施設整備等による収入
その他の活動による収入
前期末支払資金残高
収入合計

町補助金

町受託金、県社協受託金

貸付金償還金

各事業の参加費、利用料等

居宅介護料、居宅介護支援介護料等

自立支援給付費等

預金利息

積立資産取崩収入、退職手当積立金
収入、謝金等分担金収入等

5,032,500
3,365,342
77,389,900
141,129,140

186,500
3,323,720
5,378,873
36,670,364
8,568,830
75,500,622
185,223

5,366,265

113,830
11,890,080
6,918,013

381,019,202

武豊町社会福祉協議会の事業報告概要
令和７年度事業報告及び決算が理事会・評議員会で承認されました。

① 【こどもの居場所づくり事業】
　こども食堂などの活動を通じて、こ
ども達と地域の方々とのつながりを育
み、こども達が安心して過ごせる場所
づくりのお手伝いしています。令和７
年度はこどもたちと地域の方と一緒に
さつまいもの苗植えから収穫まで行い
ました。
　農業体験を通し楽しく多世代で交
流できる機会ができました。

　能登半島地震で現地応援
に入った社会福祉協議会職
員が、被災者から聞いた災
害後の生活状況を報告する
とともに、地域での備えにつ
いて、話をしました。

⑤【社会生活講座】
　海事代理士花村秋洋事務所  
行政書士の花村秋洋先生をお
招きし「社会生活講座　親な
き後の備えを考える～障がい
のある子の未来のために～」
を開催し、102名の方が参加さ
れました。親なき後の相続に関わる制度や財産管理などを詳しく
教えていただき、参加者より「分かりやすい講座で将来の備えを
考えるいい機会になった」「後見制度の理解が深まり家族と話し
合う重要性を実感した」などの感想がありました。

⑥【認知症を知る講演会～認知症にならない最高の習慣～】
　認知症協会　医学博士の山根一彦先生をお迎えし、認知
症予防をテーマに講演会を開催し、420名の方が参加されま
した。食事や睡眠、運動など気軽に取り組める生活習慣の
改善策や予防策を教えていただきました。
　参加者より、「学んだこと
を今日から実行したい」
「生活習慣を見直すことで
認知症予防につながると分
かり驚きました」などの感
想がありました。

　地域の方と一緒に地域の世帯をまわり、聞
き取り調査訓練を行いました。
　災害ボランティアセンターについて知って
いただくいい機会にもなりました。

『主な事業報告』

③【防災をテーマにしたふくし出前講座】 ④【災害ボランティアセンターの設置・
　運営訓練】

令和７年度武豊町社会福祉協議会事業報告及び決算が社会福祉協議会理事会・評議員会で承認されました。

 武豊町社会福祉協議会の事業報告概要

令和７年度事業報告及び決算が理事会・評議員会
で承認されました。
「主な事業報告」

② 【広報事業】

⑤ 【社会生活講座】
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　「家で一人でいるより、外に出て誰かと話すのはいいよね」、「スタッ
フとお客さんではなく、みんなで作っている会という意識でやって
います」、「体操や茶話会を中心に、季節に合わせた催しも行ってい
ます」

地域の

6 たけとよのふくし
第186号  令和8年7月1日号

第45回宝物 地域の人たちが自主的に集まって楽しんでいる「通いの場・集いの場」をご紹介！
気軽に参加して、笑顔と元気をチャージ！

ご近所カフェご近所カフェ

「ひまわりの会」「ひまわりの会」

　「外に出て人と話すと気分も晴れて、すっきりします」
　普段は茶話会を中心に活動していますが、ぼたもちや押し寿司
づくりなど季節のイベントも開催。
　「家で一人で過ごしがちな方や、交流が少ない方にも気軽に参加
してほしい。私たちは“つながり”ができる場を目指しています」

スタッフの声

開催情報

開催情報

日　時/毎月第2火曜日　10時～12時　
会　場/玉貫区民センター　
参加費/100円

日　時/毎月第1・第3水曜日　10時～12時　
会　場/武豊町地域交流センター　
参加費/100円

助 成 額
対象経費

みんなで集い、笑顔になれる

みんなでつくる居場所

中心メンバーのコメント

体操やサロン活動、当事者の集いなど活動費を補助します！
地域のみなさんが行っている「通いの場・集いの場」を対象に、助成金の交付を行います。
詳しくは社会福祉協議会までお問い合わせください。

●身体を動かす場
健康体操、ラジオ体操

●懇談・交流の場
茶話会、子育てサークル

●多世代交流の場
地域交流サロン、地域食堂

通いの場・集いの場事業助成金
ひと月あたり 1,000円
消耗品費、備品費、講師謝礼
会場賃借料及び使用料

この事業はみなさんから寄せられた赤い羽根共同募金をもとに実施しています。

社会福祉協議会の会費を財源とした事業 赤い羽根共同募金を財源とした事業 町からの委託金による事業

　この日は、体操からスタート。「気持ちいいね」「汗が出てきたよ」
などの声が聞かれ、和やかな雰囲気の中で身体を動かしていました。
　今月の催しは塗り絵。集中して取り組む方や、おしゃべりを楽しみな
がら色を重ねる方など、それぞれのペースで楽しまれていました。
　完成した作品を見せ合う場面もあり、交流の輪も広がっていました。

　お茶を飲みながら、今回は災害時にも役立つ新聞紙スリッパづくり
を行いました。参加者同士で教え合ったり、「いっぱいしゃべって楽し
かった」と笑顔で話したりする姿が見られました。
　帰る際には「またね」と声を掛け合う様子もあり、和やかな交流の
場となっていました。

7

（4月1日～5月31日）　
（敬称略）

賞味期限切れや賞味期限が明記されていない食品、開封されている食品等は受け取りが
できません。（野菜やお米を除く） 詳細はこちら

問合せフォーム

食品集めています「フードバンク事業」
食べられるにも関わらず、消費できない食品を集めて、生活にお困りの方や
こども食堂などにお渡ししています。

武豊町社会福祉協議会では、福祉の専門職がさまざまな相談に対応しています。
以下に関することがありましたらお問い合わせやご相談ください。

・ 介護や高齢者の福祉サービス利用のこと ・ ボランティアに関すること ・ 障害福祉サービスの利用のこと 
・ 経済的な困りごと  ・ 不登校や引きこもりに関すること

お困りごとは武豊町社会福祉協議会の「まるっとここ相談」へ

寄付御礼

車いすの貸出し 福祉車両の貸出し

たけとよのふくし
第186号  令和8年7月1日号

　社会福祉のために多くの「まごころ」が寄せられました。深くお礼申し上げます。
　皆様からの寄付金・寄贈品は、寄付された方の希望される使途を尊重し社会福祉
のため有効に活用させていただきます。

対　　象

利 用 料
期　　間
予　　約
手 続 き

対　　象
利 用 料
貸出期間
予　　約
貸出車両

手 続 き
保険対応

寄付金・寄贈品寄  付  者
日油(株)愛知事業所
デイサービス榊原
ほがらか　掘り出し市
AGC株式会社　愛知工場
匿名(16件）

野菜
野菜
食品

防災備蓄品
食品・日用品等

寄付金・寄贈品寄  付  者
サンクスカフェ
若人の会
朝岡　喜代治
魚住　純子
匿名（2件）

40,232円
57,266円
10,000円
9,300円
75,710円

ペットボトルキャップは資源としてリサイクルされ、その売却益が、武豊町の地域福祉事業に
活用されます。「捨てる」から「支える」へ、ご協力をよろしくお願いします。

武豊町社会福祉協議会、たけとよ資源回収エコステーション
おおあし資源回収エコステーション、きたやま資源回収エコステーション
＊この他、一部保育園や小学校、公共施設にも回収ボックスが設置してあります。

そのキャップ、武豊の福祉につながります！

主な回収場所

町内にお住まいで、通院や
お出かけの際に車いすが必要な方
無料
15日以内
不要
身分証明書を持参の
うえ窓口まで

町内にお住まいで、車いす利用をする方とその介助者
無料(ただし、燃料費は利用者負担)
原則1日(旅行の場合は３日以内)
利用予定日の２か月前の同日から(電話予約可)
エブリィ　(車いす利用者、運転手含め最大4名)
スペーシア(車いす利用者、運転手含め最大3名)
運転者の免許証を持参の上、窓口へ
自賠責保険のみ
(その他の損害は運転者負担)

車いすに乗ったまま乗降できるスロープ付きの車両です。

社会福祉協議会の会費を財源とした事業 赤い羽根共同募金を財源とした事業 町からの委託金による事業



　「家で一人でいるより、外に出て誰かと話すのはいいよね」、「スタッ
フとお客さんではなく、みんなで作っている会という意識でやって
います」、「体操や茶話会を中心に、季節に合わせた催しも行ってい
ます」

地域の

6 たけとよのふくし
第186号  令和8年7月1日号

第45回宝物 地域の人たちが自主的に集まって楽しんでいる「通いの場・集いの場」をご紹介！
気軽に参加して、笑顔と元気をチャージ！

ご近所カフェご近所カフェ

「ひまわりの会」「ひまわりの会」

　「外に出て人と話すと気分も晴れて、すっきりします」
　普段は茶話会を中心に活動していますが、ぼたもちや押し寿司
づくりなど季節のイベントも開催。
　「家で一人で過ごしがちな方や、交流が少ない方にも気軽に参加
してほしい。私たちは“つながり”ができる場を目指しています」

スタッフの声

開催情報

開催情報

日　時/毎月第2火曜日　10時～12時　
会　場/玉貫区民センター　
参加費/100円

日　時/毎月第1・第3水曜日　10時～12時　
会　場/武豊町地域交流センター　
参加費/100円

助 成 額
対象経費

みんなで集い、笑顔になれる

みんなでつくる居場所

中心メンバーのコメント

体操やサロン活動、当事者の集いなど活動費を補助します！
地域のみなさんが行っている「通いの場・集いの場」を対象に、助成金の交付を行います。
詳しくは社会福祉協議会までお問い合わせください。

●身体を動かす場
健康体操、ラジオ体操

●懇談・交流の場
茶話会、子育てサークル

●多世代交流の場
地域交流サロン、地域食堂

通いの場・集いの場事業助成金
ひと月あたり 1,000円
消耗品費、備品費、講師謝礼
会場賃借料及び使用料

この事業はみなさんから寄せられた赤い羽根共同募金をもとに実施しています。

社会福祉協議会の会費を財源とした事業 赤い羽根共同募金を財源とした事業 町からの委託金による事業

　この日は、体操からスタート。「気持ちいいね」「汗が出てきたよ」
などの声が聞かれ、和やかな雰囲気の中で身体を動かしていました。
　今月の催しは塗り絵。集中して取り組む方や、おしゃべりを楽しみな
がら色を重ねる方など、それぞれのペースで楽しまれていました。
　完成した作品を見せ合う場面もあり、交流の輪も広がっていました。

　お茶を飲みながら、今回は災害時にも役立つ新聞紙スリッパづくり
を行いました。参加者同士で教え合ったり、「いっぱいしゃべって楽し
かった」と笑顔で話したりする姿が見られました。
　帰る際には「またね」と声を掛け合う様子もあり、和やかな交流の
場となっていました。

7

（4月1日～5月31日）　
（敬称略）

賞味期限切れや賞味期限が明記されていない食品、開封されている食品等は受け取りが
できません。（野菜やお米を除く） 詳細はこちら

問合せフォーム

食品集めています「フードバンク事業」
食べられるにも関わらず、消費できない食品を集めて、生活にお困りの方や
こども食堂などにお渡ししています。

武豊町社会福祉協議会では、福祉の専門職がさまざまな相談に対応しています。
以下に関することがありましたらお問い合わせやご相談ください。

・ 介護や高齢者の福祉サービス利用のこと ・ ボランティアに関すること ・ 障害福祉サービスの利用のこと 
・ 経済的な困りごと  ・ 不登校や引きこもりに関すること

お困りごとは武豊町社会福祉協議会の「まるっとここ相談」へ

寄付御礼

車いすの貸出し 福祉車両の貸出し

たけとよのふくし
第186号  令和8年7月1日号

　社会福祉のために多くの「まごころ」が寄せられました。深くお礼申し上げます。
　皆様からの寄付金・寄贈品は、寄付された方の希望される使途を尊重し社会福祉
のため有効に活用させていただきます。

対　　象

利 用 料
期　　間
予　　約
手 続 き

対　　象
利 用 料
貸出期間
予　　約
貸出車両

手 続 き
保険対応

寄付金・寄贈品寄  付  者
日油(株)愛知事業所
デイサービス榊原
ほがらか　掘り出し市
AGC株式会社　愛知工場
匿名(16件）

野菜
野菜
食品

防災備蓄品
食品・日用品等

寄付金・寄贈品寄  付  者
サンクスカフェ
若人の会
朝岡　喜代治
魚住　純子
匿名（2件）

40,232円
57,266円
10,000円
9,300円
75,710円

ペットボトルキャップは資源としてリサイクルされ、その売却益が、武豊町の地域福祉事業に
活用されます。「捨てる」から「支える」へ、ご協力をよろしくお願いします。

武豊町社会福祉協議会、たけとよ資源回収エコステーション
おおあし資源回収エコステーション、きたやま資源回収エコステーション
＊この他、一部保育園や小学校、公共施設にも回収ボックスが設置してあります。

そのキャップ、武豊の福祉につながります！

主な回収場所

町内にお住まいで、通院や
お出かけの際に車いすが必要な方
無料
15日以内
不要
身分証明書を持参の
うえ窓口まで

町内にお住まいで、車いす利用をする方とその介助者
無料(ただし、燃料費は利用者負担)
原則1日(旅行の場合は３日以内)
利用予定日の２か月前の同日から(電話予約可)
エブリィ　(車いす利用者、運転手含め最大4名)
スペーシア(車いす利用者、運転手含め最大3名)
運転者の免許証を持参の上、窓口へ
自賠責保険のみ
(その他の損害は運転者負担)

車いすに乗ったまま乗降できるスロープ付きの車両です。

社会福祉協議会の会費を財源とした事業 赤い羽根共同募金を財源とした事業 町からの委託金による事業



8
第186号  令和8年7月1日号
たけとよのふくし

８時３０分～１７時１５分

９時～１６時

変更前

変更後

水曜日は、19時まで延長します

社会福祉協議会の窓口・電話受付
時間を変更しております。

令和８年
６月１日
から

お詫びと訂正

　たけとよのふくし5月1日号
の「はじめてのボランティア・
地域活動講座」(p.8)に誤りが
ありました。お詫びして訂正
いたします。

【訂正後】
　【会場】 地域交流センター
 多目的ホールA

日　時

会　場

対　象

申込み

日　時

会　場

定　員

対　象

受講料

申込み

〆　切

7月25日(土) １３時～１5時
中央公民館　講堂
小学校3～6年生とその保護者

武豊町地域包括支援センター　
☎0569-74-3305  または申込フォーム

武豊中央公民館　2階　視聴覚室
100名

9月18日(金) 10時～12時

無料
武豊町社会福祉協議会  ☎0569-73-3104  または申込フォーム 
9月14日(月)  16時　〆切前でも、定員に達し次第受付を終了します。

相続や遺言の基本を学び、「書き方の流れに沿って記入できる練習用紙」を使って、遺言書の書き方を
体験する講座＊です。事例を交えながら、講師が分かりやすく解説します。

社会生活講座　　

知ればもっとやさしくなれる！ 認知症になったら見える世界
おやこで学ぼう

認知症

専門家が教える 
もしものときに備える遺言書の作成体験講座

申込フォーム

申込フォーム

どなたでも（将来の備えを考えたい方、ご高齢の方やその
ご高齢の家族がいる方、障がいのあるお子さんの将来を考
えたい方などに役立つ講座です）

＊個別の事情に合わせた遺言
書を完成させる内容ではあり
ません。書き方を体験する講
座ですので、ご了承ください。

講　師
いわかわ司法書士行政書士事務所
岩 川 彰 久 氏

社会福祉協議会の会費を財源とした事業 赤い羽根共同募金を財源とした事業 町からの委託金による事業

オレンジリング・かき氷お渡しします！

・ 認知症ってなに？
・ げき「おかしいな？と思ったら」
・ VRで認知症の体験をしよう！

夏休み期間だけの活動でもOK！

武豊町社会福祉協議会／菰田・佐々木
☎0569-73-3104

問合せ

「たけとよくらし応援隊」
活動者募集！　たけとよくらし応援隊は、主に

高齢者・障がい者世帯を対象と
して、分別ごみ捨てや換気扇
掃除、草取りなどのお手伝いを
します。

ご興味ありましたら
お気軽にご連絡ください。

参加費 無料

にん ち しょう

内容
※5，6年生に限りこどものみの参加も可能


